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【年通号数】公開・登録公報2016-043
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選手段による抽選に用いる抽選テーブルと
　を備え、
　前記抽選テーブルには、数値データと、ループ変数データとが記憶され、
　前記抽選手段は、
　前記抽選テーブルからループ変数データを取得可能とし、
　前記抽選テーブルに記憶された数値データを用いて所定演算を実行し、
　前記所定演算の結果が所定結果とならなかった場合には、ループ変数データを更新し、
更新したループ変数データが「１」以上のときは、前記抽選テーブルに記憶された数値デ
ータを用いて前記所定演算を実行し、
　前記所定演算の結果が前記所定結果となった場合には、ループ変数データに基づいて抽
選結果を決定可能に構成されている
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、以下の解決手段によって上述の課題を解決する。なお、かっこ書きで、対応
する実施形態の構成を示す。
　本発明（第４実施形態）は、
　抽選を行う抽選手段（メイン制御基板６０上のＭＰＵによる図３０の抽選処理）と、
　前記抽選手段による抽選に用いる抽選テーブル（図２９の前兆遊技回数抽選テーブル（
ＴＢＬ＿ＤＡＴＡ２１））と
　を備え、
　前記抽選テーブルには、数値データ（図２９中の１１個の置数（「６４」、「３２」、
「１６」など））と、ループ変数データ（図２９中のループ変数の初期値「１１」）とが
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記憶され、
　前記抽選手段は、
　前記抽選テーブルからループ変数データを取得可能とし（図３０のステップＳ５０３）
、
　前記抽選テーブルに記憶された数値データを用いて所定演算を実行し（図３０のステッ
プＳ５０６）、
　前記所定演算の結果が所定結果とならなかった（図３０のステップＳ５０７で「Ｎｏ」
の）場合には、ループ変数データを更新し（図３０のステップＳ５０８）、更新したルー
プ変数データが「１」以上（図３０のステップＳ５０４で「Ｎｏ」）のときは、前記抽選
テーブルに記憶された数値データを用いて前記所定演算を実行し（図３０のステップＳ５
０６）、
　前記所定演算の結果が前記所定結果となった（図３０のステップＳ５０７で「Ｙｅｓ」
の）場合には、ループ変数データに基づいて抽選結果を決定可能（図３０のステップＳ５
０９）に構成されている
　ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明によれば、抽選結果（当選番号）を記憶したテーブルを備えることなく、抽選結
果（当選番号）を決定することができるので、抽選結果（当選番号）を記憶したテーブル
を備えなくて済む分、メモリ容量を削減することができる。
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